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図書館サービス計画
企画立案の基本的視点

三村敦美（座間市立図書館）

2007/9/16~18 2007年度中堅職員ステップアップ研修（２）

図書館サービス計画
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ミッション（使命）に始まりミッションに終わる流れの把握

ミッション

ミッション

ビジョン

計 画

評 価

計 画

業 務

・出発点は「ミッション」
・ミッションに至る道筋は時
代と共に変化する。
・時代や状況に合致した「ビ
ジョン」の設定。
・ビジョンを具体化したのが
「計画」。
・計画を作業に落とし込むと
「業務」になる。
・最終的には「ミッション」
で終わる。
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目的・目標を扱う三つのポイント

1.計画の目的・目標を明確にする
人は目標を求める傾向がある

目的意識が実現への第一歩→『め組の大
吾』→「スライド１０」参照

目標は単純・明快かつ具体的に→例えば
「国民所得倍増計画」のように

2.目的・目標と手段を取り違えない
例えば社会保険庁 「国民の福祉」→「組
織の充実と維持」

3.目標に期限を設定する
「10年で国民所得を倍にする」（国民所得
倍増計画）

※加藤昭吉著『「計画力」を強くする』講談社（ブルーバックス） 2007.5 ｐ67～81をもとに作成
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サービス計画の必要性（１）

１．社会状況の変化

１）地球規模の変化

・「自己判断自己責任」の時代

→これ自体に批判はありますが･･･。

・自己判断する時の材料、根拠が必要。

→ここにも図書館の存在意義がある。

２）市民の情報収集能力の向上

・インターネットの普及が主な原因。

・相対的に図書館員の優位性が崩れている。

・デジタルデバイドと公共図書館

→公共図書館は貢献できるか。
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サービス計画の必要性（２）

２．行政の変化
１）地方分権と財政問題
２）行政評価の時代
３）行政の情報化
４）図書館自体の説明責任
５）公的業務の公共事業化（旧来の公共事業が縮小傾向であるため、新たな形の
公共事業が求められている）→図書館の委託、指定管理者制度へ

３．図書館の変化
１）図書館政策の変化
・数値目標から計画実行型へ
２）図書館基盤の脆弱化
・人の問題
・組織の問題

※経営主体をどう考えるか。

※住民にとっては経営主体如何にかかわ
らず公共図書館である。

※「よい図書館」を目指した競争の時代へ。
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サービス計画の必要性（３）

４．図書館の危機的状況

①図書館経営の危機

「指定管理者制度」の広がり

→国、自治体の方針
＜委託問題の背景＞

中央官庁

「新自由主義的構造改革」（1997年12月「行政改革会議最終報告」）
・行政のスリム化と行政の市場開放を特徴とする改革

↓

地方

「三位一体改革」→福祉・教育・社会保障機能の地方移管

「地方財政の改革において「補助金の削減・地方交付税の改革・税源の移譲」を同時に進めよ
うとする考え方。地方財政のスリム化と地方自治体の裁量権拡大を，同時にめざすもの。」

↓

コスト削減圧力
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サービス計画の必要性（４）

５．危機的状況への対応策

①意識的な活動や改革を行っていく

②計画的な運営を行い、それを広くPRする
→住民を味方に、パートナーにしていく

③業界として、図書館の望ましい姿の構築とPRを行う
→日本図書館協会への結集

④改革の意思と仲間づくり

６．究極の目的は「思い」を伝えること
『め組の大吾』にある言葉→「スライド１０」参照
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これがスイミー状態です

レオ＝レオニ『スイミー』（好学社 １９６９）より 10

『め組の大吾』の言葉

人間は成長していくにつれ、いろんな現実を思い知らされる・・・。

「う～ん、現実は意外と理想通りには進まないぞ」。

そして・・・

「もしかしたら自分の夢はかなわないかも」

「そうはなれないかも」と思う。

そう思った人間から本当に、そうなれなくなっていくんだよ・・・。

“自分はそうなれる”と信じているうちは、どんなことだって“可能性”
だけは常に残されている。

（『め組の大吾 ２０』（曽田正人著 小学館 1999 ｐ158-159）
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計画立案のための5つのポイント

1.想像力を働かせて構想する
図や絵の活用→発想法の項参照

2.正しい計画のステップを踏んで立案する
情報の収集

正しい状況判断

3.複数の計画を練る
選択肢を増やす

リスク分散

4.計画案を正しく評価する
5.不確実さのリスクをできるだけ回避する

三点見積り（①楽観値 ②最可能値 ③悲観値）

＜評価の落とし穴＞

①リスクを過小評価する

②過去の実績を過大評価する

③”当面の問題”を過大評価する

④プラス面を過大評価する

⑤マイナス面を過度に恐れる

⑥不確実なことを嫌う

※加藤昭吉著『「計画力」を強くする』講談社（ブルーバックス） 2007.5 ｐ84～130をもとに作成 12

計画に必要な要素

成果の見直し

ニーズの検討

優先事項と短期的目標の確認

諸目標を達成するための種々の戦略の展開

成功するための重要な諸要因の確認

予算の配分

最大限の活動実績を達成するための諸資源の配置

インプットとアウトプットの結果の測定と評価

情報ニーズと基本方針の再評価

※『理想の公共図書館サービスのために』日本図書館協会 2003 ｐ をもとに作成
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「サービス計画」策定の手順（１）

1．自治体と地域の分析
１）自治体の地理的特徴、歴史的特徴

２）自治体の基本構想、長期計画、実施計画などの
調査・分析

３）地域の現状分析
・人口構成
・産業構造
・財政状況
・文化、教育、情報などの特徴
・教育・文化に関する住民の意識

％％％４）全国の産業就業人口構造

％％％３）近隣自治体の産業就業人口構造

％％％
２）当該都道府県の産業就業人口構

造

％％％１）△△自治体の産業就業人口構造

第3次産業第2次産業第1次産業
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「サービス計画」策定の手順（２）

2．図書館の現状分析・評価
１）統計分析

・各種指標の活用
・同規模自治体との

比較
・経年変化（過去10年

間程度）の分析

２）利用者調査

３）市民アンケート調査

４）利用者満足度調査

５）サービス品質調査

図書購入費と貸出の関係

0千円

5,000千円

10,000千円

15,000千円

20,000千円

25,000千円

30,000千円

35,000千円

40,000千円

0冊

100,000冊

200,000冊

300,000冊

400,000冊

500,000冊

600,000冊

700,000冊

800,000冊

900,000冊

図書費

貸出冊数

図書費 8,894千 16,108千 34,001千 28,059千 12,911千 14,528千 18,236千 17,457千 18,699千 18,342千 18,944千 19,322千 19,703千 12,510千 14,725千 15,999千 17,999千 18,500千 19,000千 19,500千 20,000千 20,600千 20,600千
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類似自治体との比較

９８，９０８千円２０，０００千円内図書費

１２２，６０１千円２７，１７９千円内資料費

３３２，６５５千円８５，９９２千円図書館費（2006年度）

１８６．５千件１０３．９千件予約件数

１，８５６千点９４４千点貸出件数

８１５タイトル２６７タイトル雑誌数

１，０１９千冊３６３千冊蔵書数

８３人２１人総職員数

４６人９人非常勤職員数

３７人６人内有資格者数

３７人１２人正規職員数

１５０千人１２７千人人口

浦安市座間市

１）比較表

人口規模がほ
ぼ同じ自治体、
あるいは産業
構造も類似し
ている自治体
で、当該自治
体より図書館
サービスレベ
ルが高いと思
われるところ
を選びます。
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「サービス計画」策定の手順（３）

3．基本的事項の確認
１）理念、法律、規定、国の施策などの確認

２）先進事例、典型事例の採取

・インターネットの活用

・報告書、全国図書館大会などでの情報収集

３）最新の研究動向調査

・研究団体への加入

・雑誌の活用

「図書館雑誌」「現代の図書館」「図書館界」「日本図書館情報学会
誌」「みんなの図書館」など

４）館内での共通理解

ミッションや自館のビジョンを共有する→リーダーシップの重要性
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「サービス計画」策定の手順（４）

４．ミッションとビジョンの確認

５．課題と課題解決の方策
1）比較や自館の位置づけから課題を探る
2）課題の問題点を具体的に列挙する
3）問題点の解決方法を考える
4）優先順位や条件により時間軸上に配置する

課題解決の方策サービスの課題と問題点サービスの現状項目

△△図書館サービス計画（策定手順④ 課題と課題解決の方策編）

1.ミッション
当該図書館の使命（ミッション）を
記入します。ここに記入するのは、
策定するサービス計画に関する
ものです。（例えば児童サービス
に関するサービス計画を策定す
る場合には、児童サービスに関
する使命を記入します。

2.ビジョン
ビジョン欄には、策定するサービ
ス計画に関して10年ぐらいで実
現したい内容を記入します。
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「課題と課題解決の方策」の記入例

週一回実施を目指す。内容
は幼年向けと小学生向けとす
る。そのためには、おはなしボ
ランティア養成のために養成
講座を実施する。職員のスキ
ルアップのために、日本図書
館協会が行う児童図書館員
養成講座に毎年１名ずつ派
遣する。また、県立図書館が
実施する研修にも職員を派遣
する。

問題点としては、多くの図書
館が週一回程度おはなし会を
実施しているのに対し、月一
回は少ない。幼年向けのみ実
施され、小学生向けが行われ
ていない。職員１名では内容
的な広がりに欠ける。課題は、
週一回実施するだけの職員
がいない。また、小学生向け
に行うためのスキルが職員側
にない。

月一回実施、幼年向けのみ、
職員1名で行っている。

おはなし会

記入例

課題解決の方策サービスの課題と問題点サービスの現状項目

項目は、一括

りに出来る程度
の内容ごとに記
述します。
例えば、児童
サービスの計画
であれば、「おは
なし会」「行事」
「出前」「団体貸
出」「ＰＲ」「職員
研修」等の項目
が考えられます。

ここは「項目」に対
しての現状のサー
ビス内容を記述しま
す。
例えば「おはなし
会」という項目では、
「月一回実施、幼年
向けのみ、職員1名
で行っている。」と
いった内容になりま
す。

「サービスの現状」に対

しての課題や問題点を記
入します。
ここは現状に対する評

価となる部分です。ミッショ
ンやビジョンに基づいて現
状をどう判断するかグルー
プで十分討議して下さい。

ここは先の項目で出され

た「課題」や「問題点」に対
してどのような方向で解決
していくのかという内容を記
述します。
この部分に書かれたことが、
原則として年次計画の項目
になります。
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「サービス計画」策定の手順（５）

６．年次計画
１）「課題と課題解決の方策」の方
策を年次に落とし込む。

２）即実行可能なものは1年次から、
実行に時間がかかるものは準
備期間も考慮して落とし込む。

経費内容経費内容経費内容経費内容経費内容

備考
５年度４年度３年度２年度初年度

指標事業項目

△△図書館サービス計画（策定手順⑤ 年次計画編）
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「年次計画」の記入例

経費内容経費内容経費内容経費内容経費内容
備考

５年度４年度３年度２年度初年度

指標事業項目

一年お
きに派
遣

2500
円

旅費
2,50
0円
*1人

250
0円

旅費
2,50
0円
*1人

2500
円

旅費
2,50
0円
*1人

職員
13名
中3人
の専門
研修を
行なう

職員の
スキル
アップ
（県立の
研修へ
派遣）

おは
なし
会

記入例

「策定手
順④ 課
題と課題
解決の方
策編」の
項目が、こ
この項目
になります。

「課題解
決の方
策」に書
かれたも
のを、具
体的事
業として
ここに記
入します。

各事業
の概要、
あるいは
目標の
数値、状
態や指
標を記
入します。

各事業
に関する
内容と計
算式を
記入しま
す。

年度ごと
の計算で
きるよう、
数値のみ
記入しま
す。

その項目
の補足説
明を入れ
ます。
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公立図書館の理念、目標、基準など

１）「子どもの読書活動推進に関する法律」（2001.12）
「子どもの読書活動推進に関する基本計画」（2002.8）

２）「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成13年＜2001年＞7月告示）

３）「2005年の図書館像―地域電子図書館の実現に向けて―（報告）」（2000.12）

４）「公立図書館の任務と目標 解説 増補修訂版」（日本図書館協会 2000.12）
数値目標が付録として巻末に収録されている。

５）「新しい情報通信技術を活用した生涯学習の推進方策について（答申）」（2000.11）

６）「これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして－（「これからの図書館の在り方

検討協力者会議」報告書）」（2006.4.5）
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/04/06040513.htm
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地域の現状分析（１）

『民力』（朝日新聞社）
４０年の歴史を誇り、マーケティング・販売・行政実務に
絶大の信頼度を誇る地域データベース。 ２４の基本指
標と独自の「エリア」概念を導入し地域単位の指標を掲
載している。

『地域経済総覧』（東洋経済新報社）
1971年の創刊以来、自治体別の経済・社会データを幅
広く収録。豊富なデータを収録した地域統計集として知
られる。

『全国市町村要覧』（第一法規）
全国の市区町村別に人口、世帯数、面積、人口密度、高齢者
人口、産業別就業人口、国勢調査人口及び増減の状況、事務
所の位置、市区町村長名、市区町村議会議長名、合併及び境
界変更等の状況等について、最新のデータに基づき収録する
とともに、市区町村の変遷と現況を把握できる資料として編集
している。
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地域の現状分析（２）

総務省統計局
http://www.stat.go.jp/

統計データポータルサイトから検索
http://portal.stat.go.jp/

我が国の国土、人口、経済、社会、文化な
どの広範な分野にわたる基本的な統計
データを、網羅的かつ体系的に収録。
２７の分野、約７５０の統計表及び約５０の
図表からなる。
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発想しよう（１）

ブレインストーミングの方法（カード・ブレインストーミング法）
＜手順＞

・ポストイットカード（大きいもの）を用意します。

・各自、個人発想を行ないます。（5分程度）
・順番に意見を発表します。

・各自ポストイットカードに意見を書き込みます。この際、１意見１カードﾞとします。

・他の人の意見に対して質問や（批判や評価はしない）、自分のアイデアを追加し
ます。

・膠着状態になったら、再度個人発想の時間をとります。

・再度意見発表します。

・ポストイットカードに意見を書き込みます。

※１時間が限度。それまでこれを繰り返します。とにかく、脳を搾ってください。
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発想しよう（２）

ブレインストーミングの方法（カード・ブレインストーミング法）
＜基本ルール＞
・判断延期
意見に対する判断や批判、評価、意見を保留し、とにかくアイデアを搾り出すことに
専念します。

・自由奔放
誰でも思いつくままに発想し、それに対して批判しないことにより、一層自由な雰囲
気が生まれます。この雰囲気を作り出すことが重要です。

・質より量
大量にアイデアを出すことが何より重要です。めちゃめちゃな意見であっても、そこ
から新たな発想を引き出す可能性もあるからです。

・結合改善
誰かが出した案に便乗してより面白いアイデアを出します。出されたアイデアは全員
のものであり、またそこから新たな発想をするという乗りの良さや遊び心が重要で
す。

26

発想しよう（３）

ブレインストーミングの方法（カード・ブレインストーミング法）

＜収束方法＞

・収束技法として有名なKJ法を使ってブレインストーミングによって
出された意見を収束させます。

・まずブレインストーミングで作成したカードを、類似したものをグ
ループ化します。

・グループ化したものに、表札をつけます。

・表札をつけたものをさらに類似性を見てグループ化します。

・いくつかの大きなグループを、コンセプトと段階を考えながら、空
間配置をします。

・この配置をもとに文章化します。

27

発想しよう（４）

ブレインストーミングの方法（カード・ブレインストーミング法）

＜KJ法＞
文化人類学者の川喜田二郎が開発した収束技法（ｱｲﾃﾞｱをま
とめるための技法）の一つで、開発者のｲﾆｼｬﾙから「KJ法」と名
づけられました。もともと現地調査をまとめるために考案された
技法で、収束技法として優れていることと、ｶｰﾄﾞとの相性が良
いことから今回収束技法として採用しました。ただ、類似性を見
てグループ化する時どうしても既成概念にとらわれた分類をし
やすく、『新編創造力事典』では「誤りや我流のKJ法で固まると、
かえって人を傷つけ組織を損なう場合もありうる。」と注意を促
しています。自由な発想を妨げないよう気をつけて使って下さ
い。

28

発想しよう（５）

ブレインストーミングの方法（カード・ブ
レインストーミング法）

＜ｶｰﾄﾞ･ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ法＞
ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞは1939年にｱﾒﾘｶ
のｱﾚｯｸｽ･F･ｵｽﾞﾎﾞｰﾝによって開
発された、ｱｲﾃﾞｱ創出技法の一つ
で、自由連想法に属するものです。
この技法は非常に有効だったた
めに、その後開発された自由連
想法の基本となりました。今回
使ったｶｰﾄﾞ･ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ法は、
ｵｽﾞﾎﾞｰﾝのﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞの欠点
を是正し、またﾃﾞｰﾀを扱いやすく
するため(株)創造開発研究所の
高橋誠所長が開発したもので、使
い勝手のよさから多くの企業･団
体･個人等の発想技法として使わ
れています。

29

発想しよう（6）

図の活用

マインドマップ（Ｒ）

イギリスのトニー・ブザンによって開発された思考
技術。概念の中心となるキーワードやイメージを図
の中央に置き、そこから放射状にイメージを繋げて
いくことにより、発想を延ばしていく図解表現技法。
絵や記号や色を使い、脳の活性化をはかる。

図解表現
７~８年前から人気の図解技術の中心的な位置に
いる久恒啓一氏のマニュアル本。図解表現に関し
ては多くの参考文献があるので、使いやすいものを。

30

サービス計画の立案の留意点

１）目的（ミッション）と目標（ビジョン）を明確にする。

２）計画的、段階的な計画とし、具体的な到達点を明記する。

３）重要性、緊急性、自館の資源（施設、人、金等）を勘案し優先順位をつける。

４）費用対効果を常に意識し、厳しい財政事情の中で実現できる環境を考える。

５）組織の活性化を図る。（研修、リーダーの養成、モチベーションの確保）

６）計画推進の中心は司書である。（自覚とモチベーション）
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31

計画はなぜ失敗するか（1）

計画立案段階での理由

計画の目的・目標がはっきりしていない

頭の中だけで組み立てた計画になっている

状況判断を誤って計画している

目先の問題解決を積み重ねただけの計画になってい
る

複数の計画案から選び抜かれていない

※加藤昭吉著『「計画力」を強くする』講談社（ブルーバックス） 2007.5 ｐ30をもとに作成

32

計画はなぜ失敗するか（2）

計画の実行段階での理由

計画通り実行する熱意に欠けている。
「熱意は周囲を変える力がある」

計画実行の勘所をはずしている。

‘終わり’からの逆算ができていない。
「残り時間を意識する」

計画の適切なフォローアップができていない。

※加藤昭吉著『「計画力」を強くする』講談社（ブルーバックス） 2007.5 ｐ30をもとに作成

33

サービス計画の事例（１）

１．「座間市立図書館サービス計画」1997年策定
図書館で自主的に作成したサービス計画としては早い事例。現状分析と各種指標・基準を
参考に10年間のサービス目標と数値目標を3段階（短期・中期・長期）で記述している。

２．「鎌倉市図書館サービス計画」2000年4月策定
座間市の例を参考に策定。素案段階で市民に意見募集し、それを本計画に反映させた。

３．「札幌市図書館ビジョン」2002年1月策定
「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成13年7月告示）に基づいて作成され
た比較的早い例。課題ごとの考え方を示した上で、＜短期的施策＞を提示している。中・長
期的な具体的な課題と数値目標がない。

４．「小平市図書館サービス計画」2004年7月策定
章立ては「はじめに」「基本方針」「サービス計画」「運営計画」「サービス指標の設定と自己
評価」の５本となっていて先行するサービス計画を参考にしている点、各分館からもメン
バーを集めプロジェクトチームを結成しそこで検討している点、具体的な目標設定をしてい
る点などが特徴である。

34

サービス計画の事例（２）

４．大阪府八尾市
「図書館やお市民フォーラム」2001年6月～
「図書館サービス計画検討委員会」2002年9月～

＊＊＊＊＊＊「八尾市図書館サービス計画」基本構想（案）から抜粋＊＊＊＊＊＊
４ 計画の目標
１） 目標の設定 市民からの充実した図書館サービスを求める要望の高まりと、八尾市の図書館の現状・問題点、将来のある

べき図書館像を踏まえ、本計画の目標を以下の通りに設定します。
①計画目標年次平成16年度を初年度とし、平成22年度を計画目標年次とします。
②計画目標
・ 登録率の計画目標は、30％とする（平成14年度の登録率19％）。
・ 蔵書数の計画目標は、100万点とする（平成14年度の蔵書数５７万点）。
・ 貸出点数の計画目標は、300万点とする（平成14年度の貸出点数２００万点）。
・ 図書館利用圏域（半径1.5km）が人口の80％以上をカバーする。

２） 目標の設定と評価の公表 今後は、上記の目標の設定に基いて図書館サービスの改善やサービスの創出、図書館施設の
改善や新たな建設などを着実に推進していきますが、図書館においては、経営についての情報を積極的に公開し、点検・
評価を行い、市民に公開します。
さらに、サービスの数値目標を設定し、５年ごとに見直し、計画的にサービスの実現に努めます。（八尾市立図書館の
ホームページよりhttp://web-lib.city.yao.osaka.jp/anke/pabkome/kousouan/kousouan.htm）

※八尾市は平成16年1月「八尾市図書館サービス計画」を策定した。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
５．「「まちの図書館化」を目指して－21世紀広島市図書館計画の提言－」2002年12月策定
学識経験者や市民代表による作成例。「ワクワク図書館」「ラクラク図書館」「ニコニコ図書館」「イキイキ図書館」
というネーミングにも特徴。蔵書については数値目標がある。

35

神奈川県座間市
位置：神奈川県の中央部

人口：１２万７千人

特色：豊富な地下水と湧水

米軍基地キャンプ座間

36

サービスポイント座間市立図書館

公民館図書室

・座間市公民館図書室

・東地区文化センター図書室

・北地区文化センター図書室

移動図書館車「ひまわり号」

出張図書室「ウーフの部屋」
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37

座間市立図書館の概要

開館 昭和５８年４月

蔵書冊数 約３７万冊

職員数１３人（司書資格６名）

非常勤１０名（司書資格４名）

368,294冊284,085冊蔵書数

69,283人78,376人登録者数

20,585千円19,000千円図書購入費

113,394件39,333件予約件数

945,716冊706,515冊貸出冊数

平成18年度平成10年度

38

座間市の図書館の位置づけ

39

「サービス計画」策定のきっかけ

策定の発端と経過
図書館協議会での委員の発言（1996年2月）

1996年8月「目標」の策定。図書館協議会で承認。
1997年2月「サービス計画」策定。図書館協議会で承認。

「座間市立図書館に目
標はあるのですか？」

40

「サービス計画」策定の経過

図書館協議会での委員の発言（1996年2月）
↓

「目標」素案作成→回覧→修正→回覧・・・・・・・・・→館内案作成

↓

1996年8月「目標」の策定。図書館協議会で承認。
↓

「サービス計画」素案作成→回覧→修正→回覧・・・・・・・・・→館内案作成

↓

1997年2月「サービス計画」策定。図書館協議会で承認。

41

「座間市立図書館の目標」

Ⅰ.資料提供
(1)求められた資料には、必ず応える図書館
(2)市民生活をサポートする図書館
(3)情報を市民に伝える図書館
(4)レクリェーションのための図書館

Ⅱ.全域サービス
(1)どこに住んでいる人も、だれにでも利用できる図書館
(2)図書館利用に障害がある人に優しい図書館

Ⅲ.児童サービス
(1)子どもやヤングアダルトへのサービスを重視する図書館

Ⅳ.市民とともに創る図書館
(1)文化を大切に考える図書館
(2)暖かさと安らぎ、そして自由と夢あふれる図書館
(3)市民が自由に参画できる図書館
(4)職員一人ひとりが、自立して働く図書館

42

「サービス計画」策定の事前作業

座間での手法

①統計の分析

②各種基準の調査

③座間市の市民意識調査

④雑誌の利用調査

⑤レファレンス記録の調査
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43

統計の分析

同規模自治体の比較

人口９万人～１５万人の自治体を比較

経年変化
図書館界全体（1987年～）
自館（1982年～）

神奈川県内公共図書館との比較

44

「座間市市民意識調査」

昭和６３年 平成１０年

45

「座間市市民意識調査」から

昭和６３年の意識調査より

１．施設要望

図書館は１６．２％で６位（１位は公園・緑地３６．４％）

２．地域別施設要望

相模が丘地域で図書館が２１．９％で３位

３．学習の方法

社会教育施設による学級・講座が２位

４．座間らしさを感じる場所

市立図書館が５位（１位は大凧まつり）

46

「サービス計画」の構成と内容

「サービス計画」の構成
１．基本的考え方

２．当面する課題
２～３年で達成

３．中期的課題
４～６年で達成

４．長期的課題
８～１０年で達成

５．日常的に工夫するこ
と

「サービス計画」の内容

１．資料提供

２．全域サービス

３．児童サービス

４．市民とともに創る
図書館

５．図書館運営の合
理化と課題の推進

47

「サービス計画」の記入例
1.資料提供
1.求められた資料には必ず応え、1冊でも多く貸し出すため
に
(1)基本的考え方
公共図書館の基本的役割は資料提供である。それは、利
用者の要求に基づいて提供されるものであり、貸し出される
のを前提としている。図書館では、その役割を果たすため､
基本的にはすべての資料を貸し出し､すべての予約に応え
る。そして、それを広く市民に周知し、阻害する要因を排除し
なくてはならない。

(2)当面する課題
①多様化し、高度化する市民の要求に応えるため､資料費
の確保に努める｡(文部省の基準の5割達成を目指す)
②貸出を阻害する要因を排除する。

a.貸出冊数制限の撤廃(現在の5冊を無制限へ。 但し､
貸出券は市内共通カードとして一人一枚とする。また、公民
館3館での貸出冊数については、その館の規則に従う｡)

b.貸出期限の延長(2週間から3週間へ)
c.参考図書のうち書庫本となっているものの貸出を行う。

③移動図書館等を通じて､地域へのＰＲ活動を積極的にす
すめる｡特に､平成8度の移動図書館車更新に際し､改めて
PRを行う。
④市民一人当たり貸出冊数6冊を目指す。

(3)中期的課題
①貸出禁止資料を可能な限り少なくする。(白書の最新号､
雑誌のバックナンバーすべての貸出等)
②市民一人当たりの貸出冊数7冊を目指す。
③多様化し､高度化する市民の資料要求に応えるため、一
層の資料費の確保に努める｡(文部省の基準の6割達成を目
指す)

(4)長期的課題
①市民一人当たりの貸出冊数8冊を目指す。
②資料費について､文部省の基準の7割達成を目指す。

(5)日常的に工夫すること。
①予約､リクエストには徹底的に応える。
②予約､リクエストのサービスについて、広く市民に知らせる。
③予約､リクエスト資料については迅速に提供する。
④予約､リクエスト資料の制限冊数を撤廃する。
⑤登録時に､利用の方法を分かりやすく説明する。
⑥読書の自由を大切に考え､日常的に意見の交換を行う。
⑦書架を新鮮に保つため、｢間引き｣作業等を随時行う。
⑧図書の排架を分かりやすくする。
⑨KL-NETを活用する。

48

「サービス計画」策定後の状況

貸出の経年変化

予約の経年変化

図書購入費の経年

変化

ボランティア

「統計で見る日本と

座間の図書館」参照 0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

'96 '97 '98 '99 '00

貸出

予約

図書費
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49

今後の課題

「サービス計画」自体の問題

「サービス計画」の検証

「サービス計画」の改訂

実効性

予想以上に進まない意識改革

広めるための方法

市民へのＰＲ

議会、市役所職員へのＰＲ

図書館協議会の活性化

50

「座間図書館ボランティア友の会」のこと（１）

「座間図書館ボランティア友の会」

１．１９９８年６月発足

２．主な活動内容

ワンスモアブックスフェア

講演会

見学会

３．リサイクルについて

「リサイクル実施要綱」の策定

廃棄資料、寄贈資料の販売

51

自主事業の開催（無料リサイクルコーナー）

52

古本市の収益金で毎年図書館に本を寄贈

53

図書館活用講座の取り組み

図書館活用講座とは何か？

学びの方法

図書館は大好きな場所。
もっと楽しみながら使い
たい。

いつも図書館に来てボ
ランティアをしているが、
図書館の使い方や利
用法がよくわからない。

図書館の本当の「実力」を知り、使
いこなしているだろうか？活用法を
知れば、今までよりもっと楽しく図書
館で活動できるかもしれない。

54

図書館で充実した生涯学習をはじめるために

主体的な学びを

実現する３つの要素

図書館の実力とは

テーマを決めて学ぶ

ことの大切さ

学習を助ける援助者

たち
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55

他のボランティアの活動状況（１）

児童サービス（おはなし会などのサークル）

障害者サービス（対面朗読のボランティア）

視聴覚（座間市視聴覚教育研究協議会）

リサイクル（座間図書館ボランティア友の会）

環境（相模川に生息する生物の展示ボランティ
ア）→AED設置のため中止

56

他のボランティアの活動状況（２）

図書館まつり

第１回 ２０００年９月９日・１０日

第２回 ２００１年９月８日・ ９日

第3回 ２００２年９月７日・ ８日

図書館まつりの特徴

１）ボランティアによる実行委員会が企画・運営

２）友の会、お話し会、視聴覚、個人、関係サークルなど
多くのボランティアが参加


